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t            〕
4 電気をとこす廃とする)には,いくつかの労務Iぁります。とんな
しくみて電気が起こせるのか,E三コの中に目葉を書きましよう。




★ 電球から出た'     のエ
ネルギーは,大隅電池によってf  のエネル‐疎わり.その齢 メて‐ター動く
そして,ブgペラを回す'     のエネルギーに変わるのである。
(2)プロヘラを速く回すには,どうすればよいでしょう。
白,で説明七●いてくださいo
l            I
δ 大路H池は,どんなものに使われていますか。知っていうものを全籠
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表4 重さの変化の回答理由
埋 田 ′1ヽ3互= ′Iヽ4年1′Iヽ5至EレIヽ6ロロ中 1年中2年nサlf冒帝 】爪 口「二人 0 1
他 1 1 1 2
Jとなく 1 2
らをiい 刊 1 0
PIヽ
がなくなる
エネルギーカ【なくなる 7 4 0
′ヽ ワー 牙便 つてし預う 5
中にある物を便 う 9 4 1
:持つと軽 〈感 じる 1 1 1
子 の 他
Eんとなく 4 4 1
)からない 1
PI 百ヽ■ 42
わ らなし暇 冤 に は 軍 さ が な い
エネ ガレギ・―に I土重 声が変い 1 2 8 1
中身はかわ らない 1
霙 際 に 目 分 で 棒 っ た 1
その他 5 1 C 7
何 となく B 10
わ か らない 9
71 冒｀十
熙回答 1 1 4
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エネルギー は力みたいなもの
エネルギーは体の中にある




①水力発電 :水    ②火力発電 :燃やす。燃焼させる。






















































































































































































































































































































































































































































































































 え4れ 手日し発tほでモ クーー を回f ttけ|・l,































































0箪 0   モーター,プロペラ.乾電池.光電消,手回し」B電機
0学留過程

















2.そ― タ ーを回す方 法
につ いてLし合 う。
と乾 電池 をつ を ぐ。
■光 電 池 をつ な ぐ,
専予 口 し発 電機 をつ を
3 乾 電 温 光 電池 手























提 示 し ,使 い 方 を 説 明 し た 。            わくわく赳料日配      わくわく翌科日側4年11( Sズと ,          4年1想(′u'∇ ,メt∵ノVQ「1/む・/■ ν ′ヒo                  4fll(S尾1 4年IL)
学 習 活 動 3で自 由 試 行 活 動 を 行 っ た 。子 ど も た ち 酔 窪 尋 路 部 謀 零 'た










































































































































るようになる。                                    Htくおもちゃ作 りの学習過程 (第2時)
*同じ目的を持った児童が集まった製作グループの中で,執え合いなが
ら憲嵌的におもちゃを作ううとすう。                ④学習過程 (第2時)
学 習 活 at 指 導 上 の 留 意 点 時 間
l 製 作 グル ープに分か

















3 作 つたと もち ゃの発
表会 をす る。
2 随時 乾電 池や光 電池 を使 って モ
ー ターを動 か して み させ る。 うま
く動か ない爆合 や構造 上 不 安定 な
お合は,設計国と違ったおもちゃ
を襲作させる。









②隼 苗  モータ ,ープロペラ`光電池,段ポ ルー紙1 トレ ・ー車軸1
車輸・ カ ップ,空き箱.牛乳バ ック`はさみ,セロハ ンテ ープ
③学習過程 (第1時)





1 見本が光電池(実脂 に動 くの を
見 せて,製作 への意嵌 を高 め る。
0 見本以外 のお もち ゃて もよい こ







光電 池 とモ ーターを使 って,助くお もち ゃを作 ろ う
2 自分 の作 りたい もの









2 作 りたい もの XII決ま った ら,同
じ目的 を持 った子 と も同士 が集 ま
って,製作 グル ープ を作 るよ うに
指示 する。
O グル ープ内 で散 え合 いなが ら ,
一人 ひ と りの発想 を生 かす こ とが
大切であ ると助言す る。
3 作品 の構想 を持 たせ る とともに
必要 な材料 の確霊 をさせ る。
0 長作 グル ープを運 視 しなが ら ,

































0準 備  モーター,プロヘラ,光H tL.魚学習カー ド
0学習過程
学 習 活 Ht 指 導 上 の 留 患 点
1 光 電 池 を 使 っ て発 見













3 格 果 を予 想 し,自分
な りの 実 験 方 法 を考 え
*光電 池 を大 障 の方 に
向 け る 。
*筑て 日光 を集 め る。
孝光 電 池 をつ な ぐ。
4 実 験 を す る。
5 実 験 の 結 果 を学 習 カ
予 堰 が 立 て られ を い子 もい るの
で.思い つ い た子 に免 ま させ て ,
実 験 の見 通 しを持 たせ る 。
実 絵 方 法ti,グル ープ 内 で 執 え
合 って,一人 が 2つ以 上 の実 験 を
す る よ うに指 示 す る。
4 グル ープ 内(協力 しな が ら実麟
をと め さ せ る 。
0 実 験 の 様子 を遵観 しな 01ら,増
切 ■支 置 を して い く。
5 2つ以 上 の 共験 が で Bたか trつ
か 盛認 し,できな か った兵 験 は後
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理t4等習カー





認      系肇
方 法1自 分 の 考 え 友 速 の 考 え
ゾ



















=り 増註負 9111らぎ    ‖月4日(点)
聞HI▼Cとう卜せるとt-7-がす<[発μち
驚 違猛t農誓F向|する
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光電池と手回し発電機を対比した実験のγ習還程と            光電池と手回し発電懺の働きを対比した学習過程 2
0本時のねらい                            Φ本時のねらい
*光の強さによって光電Pdから流れ出る電流の強さが変わることを,     率光電池0子回し発電機も電流が取り出せ,光の当て方やハンドルの
子口し発電taを回す速さを変えた場合と対比しながら理解する。       回し方を変えると重滅が変化することから.再者の共通点をエネル
*回路を流れる宝演の向きが変わると,モーターが反対に回ることに     ギ_働に提えることができる。
気付く。                                ■光電池の仕組みや利用の現状を知り,将来への期待態を高める。
②準 n  モーター,プロペラ.光電池,電灯,手回し発電機 検流計  ②準 備  ピデオ「みんなで学ど光電池」 (文部省遇定)
0学習遇翌                              ◎学習過程






























を明 らかに してお く。






手回 し発電機を逆 に回す とモ ー
ターが反対 に回ることか ら,電流
の向きが変わることに気付かせる。





































とともに,ハン ドルを速 く回 した
時の体感 と電流の強さをを起 させ
4 光電池や大路エネルギ ーの素晴
らしさを,榛々 オ‖面か ら児童 に
実憩 させ たい。
















































































4年1糧|     |(男女)
(3)fエネルイー Jとは どんをョ?だと思いよすか。あをたの考えをこ
|     |
図15 授業後の調査用紙




















とても     まあまあ           あまり楽し 少しも楽し
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